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1 月 2 日　フランセス・ウイラードを訪の記




4 月 9 日　詩人バイロンの母
5 月14・28日　僧ルーサーの母（上下）
6 月18日　紅楼夢の一節
7 月 2 日　郭公詞






































た， 3 ・ 4 月ごろに巌本善治の紹介で北村透谷





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































い だ さ れ た。 柳 田 国 男（1875： 明 治 8 年 －
1962：昭和37年）が旅に関して“自己教育”的
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